











所属 1）熊本大学大学院 自然科学研究科 環境共生科学専攻  
Effectiveness of World Heritage Education based on Local Cultural  Heritage 
A Case Study of “Traditional Culture Study” at  Uki,  Kumamoto Pref .  
MAYUMI Kunitake1）  
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Abstract：UNESCO makes a  campaign of “World Heritage Education:  WHE” and “Education for 
the Sustainable Development:  ESD” all  over the world. But in Japan, their recognition is low and 
there are only few practices as in Nara,  Hiroshima,  etc.  where there are famous world cultural  
heritages,  and the education has not been done in most of the places where there is no such 
heritage. However,  WHE should be carried out in every place whether or not  the place has world 
cultural  heritage,  because the essential  object ive of this education is ‘ to build a fortress of peace 
in the peoples’ hearts’ but not just  to protect world heritage. The author made field research and 
interviews to the school teachers and staffs of educational section at  Uki ci ty,  Kumamoto where 
they pract ice “tradit ional culture study” of local heritages.  In this paper,  he introduces some 
cases of their  pract ices and discusses their effect iveness to WHE. As a result ,  she made it  c lear 
that their “traditional culture study” is very useful not  only for the children but also for the local  
people to real ize their own heritages and the study functioned quite well  to the original objective 
of the WHE even though there is no world cultural  heritage in the area.  
Keywords: World Heritage Education, World Heritage, Local Heritage,  Uki City,  Traditional  
Culture Study 
1．研究の背景
最近、国連ユネスコは『持続可能な開発のための教育』( Education for the Sustainable
Development: ESD)と『世界遺産教育』（World Heritage Education: WHE）の推進を世界各
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 国の教育関係者に呼びかけている。具体的には、2006 年 11 月にソウルで開催された、『東
アジアＡＳＰネットワーク世界遺産教育の推進会議』にて、それぞれの国において「ESD
を視野にいれた WHE」のワークショップを開催するよう提起されている。 
 国連ユネスコは、この『世界遺産教育』を推進するに当たって、12 歳から 18 歳までの
中等教育段階の生徒を指導する、地理、歴史、言語、科学、数学、芸術など全教科の教師
を 対 象 と し た 教 師 用 教 材 を 1998 年 に 作 成 し て い る 。 正 式 名 称 は 『 World Heritage 
Educational Resource Kit for Teachers』（教師用世界遺産教育教材）という。加えて、
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 まず、内容に先立って、『持続可能な開発のための教育』(Education of Sustainable 












世界委員会』が 1987 年に公表した報告書『Our Common Future』の中では、『持続可能な開
発』について「将来の世代の欲求を満たしつつ、現在の世代の欲求も満足させるような開












めの教育の 10 年（DESD: Decade of Education for Sustainable Development）の採択を
国連総会に勧告する』ことが合意された。そして、同年 12 月の国連総会において、日本主
導のもとに『国連持続可能な開発のための教育の 10 年』が決議され、2005 年 1 月からの
開始が決定した。この決議を受けて、教育、科学、文化を扱う国連ユネスコが主導機関と
なり、持続可能な開発のための教育のあり方について検討が進められ、上記教育の実施計
画案を策定が決定し、2005 年 10 月に公表、世界各国で ESD の取り組みがスタートしてい
る。「上原（ 2005）、阿部（ 2006）」  
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世 界 遺 産 保 護  
地 域 、国 の誇 りの構 築  
知 識 の維 持  
歴 史 を『知 る』 
国 際 平 和 の構 築 と維 持  
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 目し、学習の実態を調査し、それに対する評価を試みる。  
熊本県宇城市は、自治体が『国際理解教育』の一環として、『伝統文化学習』に取り組
んでいる全国でも例を見ない市である。筆者は、これに関して宇城市の『国際理解教育』








れるようになった。1974 年、第 18 回ユネスコ総会において、『国際理解、国際協力及び国
際平和のための教育並びに人権及び基本的自由についての教育に関する勧告』が採択され
た。現在の『国際理解教育』は、この勧告を基礎として発展してきた。 
 国連ユネスコの勧告を受け、日本ユネスコ国内委員会は 1982 年、『国際理解教育の手引
き』を出し、以下のような内容を提示した。 
①  国際理解教育の基盤  ア 平和な人間の育成 
 イ 人権意識のかん養 
②  中心的内容      ウ 自国の認識と国民的自覚のかん養 
 エ 他国・他民族・他文化の理解の増進 
                オ 国際的相互依存関係と世界共通重要課題の 
認識に基づく世界連帯意識の形成 


























度のことである。宇城市は、平成 17 年 11 月 22 日、教育分野における『国際理解教育特区』
の認定を受け、その特例を活用し、平成 18 年 4 月より、行政が主導となり独自の『国際理
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の 3 点である。 




































出し、検討し、本教科書を作りあげている。作成の経過としては、平成 17 年 9 月から開始
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下記の表 1、表 2 のようになっている。表 1 から 1 年間の授業時数は、小学校 3・4 年生が
55 時間、小学校 5・6 年生は 60 時間、表２から中学校 1・2・3 年生はそれぞれ 35 時間設
けられていることがわかる。この『総合的な学習の時間』は、小学校３年生以上から設け
られる課程のため、小学校 1・2 年に関しては、『生活』という授業枠の中で『伝統文化学
























国語 社会 算数 理科 生活 音楽 工作図画 家庭 体育 英会話
第１学年 272 114 102 68 68 90 35 34 34 817
第２学年 280 155 105 70 70 90 35 35 35 875
第３学年 235 70 150 70 60 60 90 50 35 35 55 910
第４学年 235 85 150 90 60 60 90 50 35 35 55 945
第５学年 180 90 150 95 50 50 60 90 50 35 35 60 945














国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保健体育技術・家庭 外国語 英会話
第１学年 140 105 105 105 45 45 90 70 105 35 35 35 30 35 980
第２学年 105 105 105 105 35 35 90 70 105 35 35 35 85 35 980
































写真１：『UKI うき伝統文化学習～宇城市の伝統文化・食文化～』  



































































































































地 域 遺 産 の保 護  
「 国 際 人 」の育 成  
ふるさとに対 する「誇 り」の育 成  
ふるさとに対 する「理 解 」 
歴 史 を「知 る」 
他 の地 域 ・国 に対 する「敬 意 」の育 成  
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月 2 日から 7 月 13 日までの『総合的な学習の時間』おける『伝統文化学習』の時間等を利






5．2．1「6 年 1 組」の「つくりもの」制作について 





成出来なかった。よって、本年度の 6 年生が、「文化財マップ」の製作を引き継いだという。 








学  年  「つくりもの」のタイトル 
１年 生  観 音 山 の動 物 たち 
２年 生  町 探 検 で見 たもの（店 の様 子 など） 
３年 生  阿 蘇 神 社 （大 楠 ・梅 の木 ・柏 原 太 郎 左 右 衛 門 ） 
４年 生  小 川 の町 並 み（ガラス細 工 等 で飾 り付 けたもの） 
５年 生  米 作 りの様 子 （もみまき・田 植 え・稲 刈 り・もちつき） 
６年 生  小 川 学 習 マップ（小 川 の文 化 財 マップ） 
 


























































1．妙 音 寺  
妙音寺は慶長元年（ 1596 年）に
建立された古い寺である。有名な
























2．年 の神 公 園 （古 墳 ） 
この古墳は市指定の史跡であり、
小川町の代表的な古墳である。１
号 墳 と ２ 号 墳 が あ り 、 こ こ か ら






















3．小 川 阿 蘇 神 社  
こ の 神 社 の 石 段 脇 に は 、 樹 齢
1300 年 を 越 え る と さ れ る 神 木
（大楠の木）があり、この神木が
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 4． 竹 崎 秀 長 の『蒙 古 襲 来 絵 詞 』の
再 現  












5．大 坪 貝 塚  
水田地帯に位置し、全体の形は略
四辺形をなし、面積は 1500 ㎡に











6．三 宝 寺 （鉄 眼 禅 師 縁 の寺 ） 





























5．2．2「3 年 1 組」の「つくりもの」制作について 
次に 3 年 1 組の事例について述べる。３年１組は、男女合わせて 29 名のクラスである。
先の事例の 6 年 1 組とは違い、3 年 1 組は 29 名全員で一つの文化財をテーマとした｢つく
りもの｣を制作している。 
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 写真７：伝説の龍を制作する様子  
（撮影：國竹 真由美） 
写真６：３年１組の児童の制作の様子

































年 1 組の子供たちは、｢つくりもの｣制作を通して学んだ結果と言えるだろう。 
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 写真９：保護者が作成した白壁の図面  

















































PTA の父親部の他にも、建設する子供たちの保護者に多く参加してもらおうと写真 10 のよ
うに案内状を作成し、配布している。結果、本論中で述べた子供主体の他の 2 例とは違い、
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写真 10：配布された  
    保護者への案内状  
（撮影：國竹 真由美） 
写真 11：実際の建設風景（撮影：宇城市立不知火中学校）  
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 写真 12：白壁の完成写真  
（撮影：國竹 真由美）  
写真 13：子供たちが作成した校内新聞  





って建設した「土蔵白壁」は高さ 1.7m、横 11m の本
格的なものとなり、2005 年 8 月 6 日、建設期間 1 年





























写真 14：白壁建設を伝える地元新聞紙  
（撮影：國竹 真由美）  
平成 16 年 9 月 25 日  熊本日日新聞にて  
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 前述したが、宇城市を含む熊本県は、世界遺産を保有してはいない。しかし 2006 年 11
月 27 日、九州・山口県に残る近代産業遺産を世界遺産に登録することを目指し、九州地方

































教頭の坂口敏郎氏、並びに 6 年 1 組、 3 年 1 組の皆さん、宇城市立豊福小学校長の藤本忠
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